
株主の皆様に
おかれましては、
一層のご理解
ご支援を賜りますよう
お願い申しあげます。

　　　　2020年６月 
 代表取締役社長  張　皓

人材確保に対する考えは？

　会社の発展に一番重要なのは人材です。フォトマスクCD-SEM
の開発、製造、販売、サービス全般を行う当社にとってはさまざ
まな技術を有する人材が必要で、新卒者も中途採用者も募集し
ております。より会社の発展に貢献できる人材を確保するた
め、雇用条件の向上、労働環境の改善も必要です。また、技術、
技能の習得は年単位の時間を要するので、常に取り組んでい
かなければならない経営課題と認識しています。

詳細は本資料中面TOPICSをご覧ください

❸
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設　　　　　立
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事　業　内　容

株式会社ホロン（HOLON CO., LTD.）　
〒359-0011　埼玉県所沢市南永井1026-1
TEL：04-2945-2951（代） FAX：04-2945-2962
1985年5月
6億9,236万円
46名
半導体検査装置の開発、製造、販売、保守サービス

●会社概要 ……………………………（2020年3月31日現在）

●株主メモ
事　業　年　度
定時株主総会
基　　準　　日
売　買　単　位
株主名簿管理人及び
特別口座の管理機関
郵便物送付先

電  話  照  会  先

4月1日から翌年3月31日まで
毎年6月
毎年3月31日
100株
東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社
〒168-0063東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL：0120-782-031（フリーダイヤル）

■住所変更、株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。証券会社の口座をご利用でない株主様は、
上記電話照会先までご連絡ください。

（2020年3月31日現在）●株式情報 ……………………………

発行可能株式総数
10,200,000株

発行済株式総数
3,340,500株

株主数
3,193名

株式会社エー・アンド・デイ
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 
MLI FOR CLIENT GENERAL OMNI NON COLLATERAL NON TREATY-PB
NOMURA PB NOMINEES LIMITED OMNIBUS-MARGIN (CASHPB)
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口）
MSCO CUSTOMER SECURITIES
井上　宏

大株主株式の状況 持株数（株）株主名 持株比率（％）

1,703,600
161,400
91,800
45,200
42,000
28,000
25,500

51.00
4.83
2.75
1.35
1.26
0.84
0.76

●役　　員 ……………………………（2020年６月24日現在）
代表取締役社長　　
取　　締　　役
取　　締　　役
取　　締　　役
取　　締　　役

取　　締　　役　　
取　　締　　役
常 勤 監 査 役
監　　査　　役
監　　査　　役

池 端 　 整
井 上 　 脩 二
柳 原 　 香 織
齊 藤 　 秀 一
齋 藤 　 正 祐

張 　 　 皓
大 島 　 道 夫
菅 野 　 明 郎
朴 　 　 雪 鍾
澤 良 木 　 宏

※取締役 井上　脩二氏は、会社法第2条第15号に定める社外取締役であります。
※監査役 齊藤秀一及び齋藤正祐の両氏は、会社法第2条第16号に定める社外監査役であります。
　また、齊藤秀一氏は東京証券取引所の定める独立役員であります。
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第35回定時株主総会は６月24日に当社にて無事
に執り行われました。 
株主の皆様にはご理解ご協力をいただき、感謝申し
あげます。  

❷

❶ 海外顧客サービスの強化について教えてほしい。

市場拡大への対応は？

　当社の海外ビジネス開発、製品のサービスサポートは韓国支
店以外、該当国のローカル会社に委託しております。これらの
会社には20年以上も協力していただき支えてきてくれた会社
もあれば、契約して数年しか経ていない会社もあります。当社
主力製品のフォトマスクCD-SEMは高い精度、性能を有する一
方、非常に複雑で精密な調整が必要です。したがってローカル
サービスエンジニアに対する訓練、長く蓄積した経験が必要と
なります。これまでに現地で対応仕切れない業務は日本から当
社エンジニアを派遣してサポートしてきました。しかし、昨年暮
れに流行しはじめた新型コロナウイルスは急速に全世界に蔓
延し、各国は自国を封鎖し、外国人の入国禁止策を取ってきま
した。
　幸い現在のところ当社が外国にエンジニアを派遣できない
場合でも大きな混乱や顧客に迷惑をかけたことはありません
が、この状況が長引くとサービス品質に支障が生じることが想
定されます。また、今後このような不測の事態が再び起きても
お客様に高水準のサービスを提供できるように海外協力会社
と連携して強力なサービス体制を整えることが必要だと考えて
います。

　３、４年前からマルチ電子ビーム描画装置が最先端のフォト
マスク製造工場に導入されはじめ、フォトマスクの生産量は大
幅に増えてきました。それによって寸法測定機（CD-SEM）の
需要も増えました。ここ２年は計画通りに装置の製造を行い、遅
延することなく顧客に納入することができましたが、装置出荷

日の不確定性や、緊急のオーダーに対応するための装置製造
スペース不足がネックになってきました。また、次世代装置の開発、
新規装置の開発にも製造環境の確保が必要であり大きなプレッ
シャーが伸し掛かってきました。従って、より広い製造スペース、
振動や外乱磁場など新製品に適した製造環境が必要であり、開発
投資及び設備投資は大きな経営課題となっています。

株主様からの質問にお答えします！
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2期連続増配

１．取得の理由
　当社は、工場の老朽化が進んでいること、また、今後のさらなる

生産体制の充実及び拡大を図るため、2019年11月７日開催の取

締役会において、工場建設用地を取得することといたしました。

　前事業年度より、顧客の生産拡大に伴う当社への受注は増加し

ており、現在の当社の敷地では手狭になっております。今後、AI、

5G通信など半導体をけん引するマーケットは益々拡大すると見込

まれていることから、当社も早急に生産体制の充実及び拡大の見

直しが必須となっております。

　当社は、2019年11月７日開催の取締役会において、固
定資産（工場等用地）を取得することといたしました。下記の
とおり、2020年３月４日に取得先と契約を締結しておりま
したが、2020年４月１日に物件引渡が完了いたしました。

２．取得資産の内容

資産の内容及び所在地

東京都立川市上砂町5丁目40-1
地積：2,930㎡

取得価額

約5.5億円

現況

宅地

3．取得の日程

取締役会決議日

契約締結日

物件引渡日

2019年11月７日

2020年 ３ 月４日

2020年 ４ 月１日

 当期の概況
主力製品等を計画以上に売り上げ、当初の予想を上回る業績と
なりました。

　半導体業界におきましては、国際半導体製造装置材料協会（SEMI）
は、2020年の半導体前工程装置の投資額について従来予想より
７億ドル下方修正し、578億ドルになる見通しと発表しました。しかし、
現在のところ、当社主要顧客におきましては EUV 露光に係わる
設備投資は計画通り進む様相を見せ、当社受注への影響は特段ない
状況です。
　このような状況のもと、当社の主力製品であるフォトマスク用CD- 
SEM「Zシリーズ」や、フォトマスク用DR-SEM（観察および分析）
「LEXaシリーズ」等を計画以上に売り上げ、2019 年 11月７日、
2020年３月23日の計２回業績予想の修正を発表し、当初の予想
を上回る業績を達成しました。
　上記の結果、当期の売上高は4,267百万円（前年同期比44.2％
増）となりました。損益につきましては、営業利益 1,443百万円（前
年同期比77.8％増）、経常利益1,428百万円（前年同期比76.1％
増）及び当期純利益 968 百万円（前年同期比 71.6％増）となり
ました。

 次期の業績予想
新規顧客開拓に勤しみ、業績の拡大に努めます。

　次期の見通しにつきましては、半導体業界は、中長期的にみれば
引き続きEUVリソグラフィーの量産導入に対応した検査装置の需要
拡大が見込めます。しかし、本来であれば５Ｇ普及により大幅に需要
増が見込まれるタイミングであるスマートフォンなどの半導体関連
製品につきまして、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大により、
従来の期待に届かないことが予想されます。
　当社は、より一層新規顧客開拓に勤しむことで、今後の更なる最
先端設備投資に係わる需要を取り込みたいと考えております。
　なお、当社の主力事業である製品事業では、装置１台あたりの販
売価格が非常に高額なことから、得意先の検収のタイミングにより
売上計上時期は大きく変動する可能性があります。 従って、月次ご
と及び四半期ごとの見通しは立てにくい状況にあるため、業績予想
は当社の年間目標として通期のみ開示いたします。 
　次期の年間目標につきましては、売上高2,500百万円、営業利益
408百万円、経常利益401百万円、当期純利益276百万円を見
込んでおります。

数字で見るホロン 財務諸表（要旨） TOPICS業績ハイライト

配当金の推移

2020.3

2016.3

固定資産（工場等用地）取得のお知らせ

968百万円
2020.3

134百万円
2016.3

2020.3

2019.3

2018.3

20円

15円

5円

※

※内訳：中間配当金10円、期末配当金10円

  貸借対照表  貸借対照表

科目 前期
2019年3月31日現在

当期
2020年3月31日現在

流動資産 2,938 3,832

436

1,297

347

2,624

4,269

固定資産 436
流動負債 1,410
固定負債 224
純資産 1,740
総資産 3,375

  損益計算書  損益計算書

科目
前期

2018年4月 1 日から
2019年3月31日まで

当期
2019年4月 1 日から
2020年3月31日まで

売上高

営業利益

経常利益

当期純利益

２,958

811
811

564

4,267

1,443

1,428

968

  キャッシュ・フロー計算書  キャッシュ・フロー計算書

科目
前期

2018年4月 1 日から
2019年3月31日まで

当期
2019年4月 1 日から
2020年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,035 492

△112

99

1,573

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 61
財務活動によるキャッシュ・フロー  △191
現金及び現金同等物の期末残高 1,097

単位：百万円、単位未満切捨て

IRサイトでは、さらに詳しい決算情報が
ご覧になれます。

http://www.holon-ltd.co.jp/ir/index.html

IRサイトで
さらに詳しく

株式会社ホロン


